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ふりこの１往復する時間は，どうすると変わるか，調べる条件

を変えて，調べよう。     （東京書籍「新しい理科 ５下」ｐ36～37） 
「ふりこの１往復する時間は，ふりこの長さによって変わり，長いほど１往復する時間が長く

なること，重さや振れ幅は関係ないこと」をとらえる。 

＜用意するもの（グループ）＞ 
鉄製スタンド（クランプ付き），たこ糸（100cm以上）， 
おもり（10ｇ分銅２個），わりばし，厚紙（分度器を拡大コピ
ーしたもの。本マニュアルでは，「200％」に拡大し，さらに
「141％」に拡大したものを使用している。），サインペン，
100cm以上のものさし，ストップウオッチ，セロハンテープ 

実験ア① ５年「９ おもりのはたらき」 

【写真１】 

＜ふりこの長さ＞ 

糸にしるしを付ける

とき，おもりの中心か

ら，長さをはかること

を指導する。ふりこの

長さとは，おもりの中

心（重心）から支点ま

での距離である。 

① おもりに糸を付け

る。糸を引っ張り，

まっすぐにした状態

で，おもりの中心か

ら 50cmと 100cmの

ところにしるしをつ

ける。  【写真１】 

② ①で糸にしるしを

つけたところ（おも

りの中心から 100cm

のところ）をわりば

しではさみ，残りを

まきつける。その後，

クランプで固定す

る。  【写真２】 
【写真２】 

実験準備（ふりこ実験装置の組み立て） 

ふりこ実験装置 

＜指導のポイント＞ 

実験では，おもりを

１個追加する場面があ

るので，組み立てると

きに，あらかじめ輪型

に結んでおく。 

留意点 

しるしを 
つけた 
ところ 

事前準備 

実験準備 

20 分 

25 分 
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③  分度器を厚紙に
拡大コピーし，鉄製

スタンドにセロハ

ンテープで固定す

る。  【写真３】 

【写真３】 

＜失敗しないポイント＞ 

ふりこの長さを100cm
にして実験する場合（実

験ア②参照），テーブルと

おもりの距離が小さい

と，10往復する間におも
りがテーブルにぶつかっ

てしまう。 
最低でも 15cm から

20cm は離して設置する

ようにする。 

実験準備（実験装置の組み立て） 

④  組み立てた振り子
実験装置をテーブル

の，できるだけ前方

に置く。 
【写真４】 

＜分度器（厚紙）の 

ポイント＞ 

 実験アでは，下の写真の

ように振れ幅を決めて実験

することになる。この時，

あらかじめ 30度，60度の 
ところにしるしを付けてお

くとよい。 

＜分度器（厚紙）の位置＞ 

 正面から見て，次の点

を確認する。 
・分度器の鉛直線とふり

この糸が，重なって見

えること。 
・分度器の中心とふりこ

の支点が重なって見え

ること。 

【写真４】 

この写真の場合，テーブル

とおもりの距離は，17ｃｍ
である。 

留意点 

 

一つの目盛りに２つの

数値が書いているので

混同しやすい。 

厚紙の，点線部より上の

部分は切り取った方が，

振れ幅を合わせやすい。 
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ふりこの１往復する時間は，どうすると変わるか，調べる条件
を変えて，調べよう。     （東京書籍「新しい理科 ５下」ｐ36～37） 
「ふりこの１往復する時間は，ふりこの長さによって変わり，長いほど１往復する時間が長く

なること，重さやふれはばは関係ないこと」をとらえる。 

＜用意するもの（グループ）＞ 
ふりこ実験装置（※実験ア①参照），おもり（10ｇ分銅２個），
100cm以上のものさし，ストップウオッチ 

実験ア② ５年「９ おもりのはたらき」 

【写真２】 

実験手順 

【写真１】 

ふりこ実験装置 

＜指導のポイント①＞ 

事前に次の役割の児童

を必ず決めておく。 
Ａ装置の横に立って，テー

ブル等にぶつからない

ようにおもりをはなす

児童。 
Ｂ正面から見て，振れ幅が

合っているかを確認す

る児童 
「『ストップウオッチで時

間をはかる』役割は，Ｂが

兼任」，「『数える』，『記録

する』は全員」等，分担は

弾力的に扱ってよい。 

おもりの 
重さ １回目 ２回目 ３回目 10往復 

する時間 
１往復 
する時間 

10g 

20g 

20.5秒 

20.5秒 20.6秒 

20.5秒 20.5秒 

20.4秒 

20.5秒 

20.5秒 

2.1秒 

2.1秒 

調べる（変える）条件 

おもりの重さ 
同じにする条件 

ふりこの長さ 100cm、振れ幅 60° 

（ア） おもりの重さを変えると、どうなるか。 

①  ふりこの先端におも
り 10gをつけ，ふりこ
が 10往復する時間を３
回はかり，記録する。 
このとき，ふりこの長

さは 100cm，振れ幅を
60°とする。【写真１】 

②  ふりこの長さと振れ
幅は変えず，おもりの重

さを 20gに変えて，ふり
こが 10 往復する時間を
はかり，記録する。  

【写真２】 

実験（ア）の参考データ 

立つ位置によって，振れ幅

が違って見えるので，Ｂの

児童には，実験中は，同じ

位置から見るように指導す

る。 

留意点 

実  験 25 分 
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【写真４】 

実験手順 
（イ） ふりこの長さを変えると、どうなるか。 

③ おもりの重さ 10gと振
れ幅 60°は変えず，ふり
この長さ（100cm，50cm）
を変えて，ふりこが 10
往復する時間をそれぞれ

３回ずつはかり，記録す

る。    【写真３】 

ふりこの 
長さ １回目 ２回目 ３回目 10往復 

する時間 
１往復 
する時間 

100cm 

50cm 

20.5秒 

14.5秒 14.5秒 

20.5秒 20.5秒 

14.7秒 

20.5秒 

14.6秒 

2.1秒 

1.5秒 

調べる（変える）条件 

ふりこの長さ 
同じにする条件 

おもりの重さ 10g、振れ幅 60°  

（ウ） 振れ幅を変えると、どうなるか。 

振れ幅 １回目 ２回目 ３回目 10往復 
する時間 

１往復 
する時間 

60° 

30° 

20.5秒 

19.9秒 19.9秒 

20.5秒 20.5秒 

19.7秒 

20.5秒 

19.8秒 

2.1秒 

2.0秒 

調べる（変える）条件 

振れ幅 
同じにする条件 

ふりこの重さ 10g、長さ 100cm 

③ おもりの重さ 10g とふ
りこの長さ 100cmは変
えず，振れ幅の条件

（30°，60°）を変え
て，ふりこが 10往復す
る時間をそれぞれ３回

ずつはかり，記録する。 
【写真４】 

【写真３】 

＜記録のしかた②＞ 

明らかに他の数値と違

う数値が出た回がある場

合，その回の分の実験のや

り直しをさせる。 

＜記録のしかた①＞ 

1/10 秒より小さい数値
を示すストップウオッチ

を使用する際は，1/100の
位を四捨五入し，1/10 の
位までの数値に直して記

録する。 

＜指導のポイント②＞ 

 振り始めは，勢いをつけ

ずに，おもりから手を離す

だけであることを指示す

る。 

実験（イ）の参考データ 

実験（ウ）の参考データ 

＜指導のポイント③＞

（ア），（イ），（ウ）の，す

べての実験を終えてから，

「１往復する時間が何に

よって変わるか」考えさせ

る。３つの実験結果を比べ

ることによって，「ふりこ

の長さによって変わる」こ

とがとらえやすくなる。 
 実験結果に納得できな

い児童には，調べる条件だ

けを変えたふりこを２つ

用意し，演示して事象をと

らえさせる。 

留意点 


